
医師ルカの記述 
 

ルカだけが、この腰が曲がって伸ばす
ことのできない女性の事を記していま
す。ルカの福音書の特徴の一つは、女
性についての記事が多い事なので、そ
の理由からでしょうか。しかしそれな
ら、なぜ彼女の名前が出ていないので
しょう？１章のエリサベツや２章のア
ンナのように、ルカの福音書には多く
の女性の名前が記されています。  
 

彼女の事が記されているのは、あるい
はルカが医者だったから、望みのない
彼女の状態に目を留めたのかもしれま
せん。彼は、この女が普通の人のよう
にまっすぐ立てない様子を書いていま
すが(13:11)、同時に彼女が歩く事が
できたことも記しています(13:12)。
しかし医師ルカは、彼女のそのような
状態が18年も続いていた事を強調して
います(13:11, 16)。当時、現代のよう
な医学の技術はありませんでしたが、
彼はこのように、出来得る限り詳細に
彼女について説明しました。 
 

ルカはまた、イエス様が彼女をどのよ
うに癒やされたかを記しました。彼女
の病はサタンによるものの一種でした
が(13:16)、イエス様は彼女を癒やす
時、悪霊を追い出されるような事はし
ませんでした。イエス様が手を置くと
彼女はただちにいやされました。 
 

サタンがヨブを苦しめるのを許された
ように、神様はこの女が長年病いで苦
しむ事も、許されました。彼女が腰を
伸ばす事ができなかったのは、サタン
に縛られた事でしたが、悪霊に憑かれ
ていたという問題ではありませんでし
た。イエス様は彼女を解き放ち、御父
が栄光を受けました(13:13)。

ルカ 13:10-17 
 

 

13:10 イエスは安息日に、ある会堂で
教えておられた。  
 

13:11 すると、そこに十八年も病の霊
につかれ、腰が曲がって、全く伸ばす
ことのできない女がいた。  
 

13:12 イエスは彼女を見ると、呼び寄
せて「女の方、あなたは病から解放さ
れました」と言われた。 
 

13:13 そして手を置かれると、彼女は
ただちに腰が伸びて、神をあがめた。  

 
13:14 すると、会堂司はイエスが安息
日に癒しを行ったことに憤って、群衆
に言った。「働くべき日は六日ある。
だから、その間に来て治してもらいな
さい。安息日には、いけない。」  

 
13:15 しかし、主は彼に答えられた。
「偽善者たち。あなたがたは、それぞ
れ、安息日に、自分の牛やろばを飼葉
桶からほどき、連れて行って水を飲ま
せるではありませんか。 
 

13:16 この人はアブラハムの娘です。
それを十八年もの間サタンが縛ってい
たのです。安息日に、この束縛を解い
てやるべきではありませんか。」 

 
13:17 イエスがこう話されると、反対
していた者たちはみな恥じ入り、群衆
はみな、イエスがなさったすべての輝
かしいみわざを喜んだ。 

重要-無名-な女性たち

腰の曲がった女

15



下の文を読み、正しいと思うものには(○)正しくないものには(X)、部分的に正しいと
思うものには(△)をつけて下さい。

否定的に見ると 
 

彼女についての情報がない事で否定
的になるのは簡単です。彼女がユダ
ヤ人である事(13:16)、また彼女が
慢性的な病状であった事以外にはほ
とんど知り得ません。彼女の年齢、
出身地もわかりません。彼女は若く
はなかっただろうと、多くの人は考
えますが。 
 
医師であるルカは、奇跡が起こった
回りの状況よりも、彼女の状態を詳
しく著しました。それはたぶん、彼
の読者の異邦人たちが、イスラエル
の地理に詳しくなかったからでしょ
う。(13:22に詳細が書かれていない
事にも注目して下さい。)　  

 
彼女の癒やしを(13:16)、家畜をほ
どいて水を飲ませる事と(13:15)比
べたことに反発する人もいるかもし
れません。しかしイエス様は、彼女
がそのような家畜よりもずっと価値
がある事を示しました。彼女を「ア
ブラハムの娘」と呼んだ事に目を留
めて下さい。(イエス様が14:5で家
畜の例を再び出しています.) 
 

現代の人々は、牛やロバの事につい
て関係づけるのは難しいかもしれま
せんが、慢性的な病気は現在でもま
だあります。同じように、安息日に
ついての議論はほとんど過去のもの
ですが、イエス様に対する反発は今
でも良くあります。

A (      )  その女の詳しい素性は明かされていない。
A-1 (     )  彼女の事は他の福音書には出ていない。
A-2 (     )  ルカの福音書の、異邦人の読者は彼女の事を知らなかっただろう。
A-3 (     )  彼女と会堂の名前は記されていない。(13:10)
A-4 (     )  彼女が癒やされた後何をしたか、私たちは知らない。(13:13)

B (      )  その女の病状は重かった。
B-1 (     )  彼女の病気は慢性的で、１８年続いた。
B-2 (     )  彼女は、馬小屋につながれたロバのようだった。(13:15-16)
B-3 (     )  彼女はまっすぐに立つことができなかった。(13:11)
B-4 (     )  彼女は歩くことができなかった。(13:12)
B-5 (     )  彼女は悪霊に憑かれていた。

C (      )  その女の癒やしは、問題を引き起こした。 

C-1 (     )  彼女はイエス様が教えているところに割って入った。(13:10-17)
C-2 (     )  会堂管理者は怒った。(13:14)
C-3 (     )  彼女は安息日の後で来るべきだった。(13:14)



下の文を読み、正しいと思うものには(○)正しくないものには(X)、部分的に正しいと
思うものには(△)をつけて下さい。

肯定的に見ると 
 

女は癒やされ、他の多くの者がそう
したように、彼女は神を崇めました
(13:13, 17:15, 23:47)。さらに群衆
も、彼らの見た素晴らしい事の故に
喜びました(13:17)。これはイエス
様が、当時他にも奇跡を起こした事
を示しています。しかしルカは、こ
の特別な奇跡に私たちの注目を集め
ています。 
 

ユダヤ人の指導者たちがイエス様の
事を理解していたなら、安息日の癒
やしは問題がなかったはずです。(彼
は明らかにただの人ではなかったの
です)さらに、イエス様の語られた事
は(13:15-16, 14:5)、彼らを黙らせ
ました。(13:17, 14:6) 

 
もちろん、ユダヤ人の指導者たちが
安息日についての議論の後、悔い改
めて主を信じたのなら、素晴らしい
事です。しかし残念ながら彼らはイ
エス様の言葉を拒みました。その女
と群衆は、正しく受け入れました
(13:13,17)。 
 

その女は信者になりましたか？聖書
には直接書かれていません。イエス
様は時々信仰者でない者も癒やされ
ました(参照：ヨハネ5:1-16). 
彼女の信仰の証拠は、彼女が癒やさ
れた後にした事と(13:13)、イエス
様が彼女について言われた事です
(13:16)。

D (      )  その女の癒やしは神の栄光を現わすものだった。
D-1 (     )  彼女はすぐに癒やされ神をあがめた。(13:13)
D-2 (     )  群衆はイエス様のした事で、喜んだ。(13:17)
D-3 (     )  彼女は18年間縛られた後で、自由の身になった。
D-4 (     )  彼女はイエス様に癒やして下さるように頼んだ。(13:11-13)

E (      )  イエス様の反対者たちは恥をみた。
E-1 (     )  イエス様の例えは力強く、的確だった。(13:15-16)
E-2 (     )  このユダヤ人の女を癒やさなかったとしたら非情だっただろう。
E-3 (     )  反対者たちは、偽善者とみなされた。(13:15-16)
E-4 (     )  彼女を助ける事に反対するのは、サタンの側につく事であった。
E-5 (     )  会堂管理者は、すぐに謝った。

F (      )  その女の信仰がうかがえた。
F-1 (     )  彼女はユダヤ人だった。(13:6)
F-2 (     )  彼女は感謝した。(13:13, 17:18)
F-3 (     )  彼女はザアカイのようだった。(13:16, 19:9)



ワークシート答え  
 

この学びのワークシートには、他の
学びよりも、間違った答えが多くあ
ります。 
  女は癒やされるように願いません
でした(D-4)。また、彼女は悪霊に
憑かれているのでもなかったし(B-
5)、歩く事ができないわけでもあり
ませんでした(B-4)。また会堂管理
者と他の冷淡な指導者たちだけが、
彼女は他の日に癒やされるべきだと
考えました(C-3)。会堂管理者はイ
エス様の言葉に沈黙しましたが、彼
は悔い改めず、赦しも乞いませんで
した(E-5)。女はイエス様の教えを
邪魔する事なく、返ってイエス様が
ユダヤ人指導者たちの間違った教え
を指摘する機会を与える事になりま
した(C-1)。次の章で、水腫を患っ
た男の癒やしの時も同じ結果でした
(参照：14:1-6)。 
 

他のいくつかの問答文も、間違い、
あるいは部分的に正しい、とされる
でしょう。  
  女の癒やしは、問題を起こしたよ
うです(C)。しかし本当の問題は、
会堂管理者の間違った教えでした。
また女が癒やされた後、主を崇めた
事が見えます(13:13)。他には何を
したかわかりませんが(A-4)。最後
に、彼女はある意味でザアカイと似
ているところと似ていないところが
あります(F-3)。二人ともアブラハ
ムの子と呼ばれました。ザアカイは
主と出会う前は評判の罪人でしたが
女はそうではありませんでした。

それで？ 
 

その女の事を理解し、イエス様のさ
れた事に感謝することは当然正しい
事です。奇跡を見たほとんどの人々
は、そうしました(13:17)。会堂管理
者とは違い、主にあって喜びました。
私たちもそうすべきです。  
 
イエス様の多くの奇跡は、ご自身が
メシヤであり、油注がれた者である
事を表しました(4:17-21)。ルカの福
音書は始めから(1:14)終わりまで
(24:52-53)、喜びに満ちています。
信じなかった者は怒り、批判的でし
たが(13:14, 15:28, 19:7)、奇跡を理
解した者たちは、悔い改め、喜び、
神を崇めました(参.13:13, 17, 15:7, 
9, 32, 17:15-16, 18:42, 19:6)。  
 
この女の癒やしの記事の前には、全
ての人の悔い改めの必要についての
事が書かれています(13:1-9)。会堂
管理者は例外ではありません。残念
ながら、彼も他の多くの人も、イエ
ス様や安息日についての考えを変え
ようとはしませんでした。そのため
に、彼らの上に裁きがもう来ようと
していました(13:9, 34-35)。  
 
女は敬虔なユダヤ人でした(13:13, 
16)。イエス様は神様の恵みを彼女を
通して現す事ができました。奴隷の
ようであった18年間の後、主は彼女
を素晴らしい喜びを持って証しをす
る者に変えたのです。

適用
あなたが一番大事、あるいは必要だと思う事を、適用してください。


